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事
の
だ
ん
ど
り
~
ら
せ
い
た
し
ま
す
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狂

ゎ

し

、

作

業

が

重

な

り

合

っ

て
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読

ご

い

た

ゞ

芦

多
忙
な
毎
日
と
存
じ
ま
す
。
~
て
い
た
ゞ
含
た
い
[

こ
の
よ
う
な
時
で
す
か
ら
、
選
挙
[

二
~

の
こ
と
な
ど
考
え
る
暇
な
ど
あ
る
も
~
さ
て
、
我
が
国
は

の
か
と
、
お
考
え
の
~
年
の

と
思
う
の
で
す
が
、
~
基
太

是
非
知
っ
て
も
ら
い
~
に
そ

ー

こ

：

す

。

．

Tヽ

は
一
体
ど
う
い
う
わ
け
な
の
で
し
ょ
う
か
。

廻

り

、

こ

と

で

は

あ

し

自

覚

に

明

る

＜

・

な

さ

れ

、

繹

；

ヽ
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思
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ま
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、
こ
と
選
挙
と
な
る
と
、
~

J

恰
．
ピ
ヽ
：
ぅ
や
す
こ
明
ァ

の
よ
：
＜
A

る
の

万
円
ま
で

な
る
）
全
国
区
、
四
‘
六

0
万
円
（
前

後
）
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ

れ
が
全
部
で
、
一
五
！
六
億
と

な
り
ま
す
か
ら
疇
国
費
、
私
費

あ
わ
せ
て
六

0
億
円
の
金
が
、

ニ
四
日
間
に
つ
か
わ
れ
ま
す
。

更
に
＼
政
党
や
団
体
が
つ
か

う
金
を
考
え
ま
す
と
、
お
ど
ろ

く
ぺ
含
数
字
の
金
が
、
日
本
中

で
つ
か
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

°

挙

な

ど

、

ど

う

で

も

よ

い

な

ど

は
っ
て
お
れ
ま
せ
ん
°
有
権
者
は
、
こ
の

な

に

し

な

い

、

よ

い

選

=＝=1 り の
選
挙
に
国
が
つ
か
う
費
用
け

、
四
六
億
七
千
万
円
で
候
補
者
が
、

せ
て
三
三
二
人
で
す
か
ら
、

一
人
に
、
一
、
四

0
0亡

費
が
支
出
さ
れ
ま
す
c

こ
の
う
ち
喩
当
選
サ

．
．
二
七
人
が
予
定
さ
れ
一

か
ら
、
参
議
院
議
員

i

}
ク

、

V
,

る
の
に
、
‘
―
―
-
‘
六

0
0
万
円
の
国

＼
費
が
い
る
計
算
で
す
。
．

こ
の
上
に
、
候
補
者
自
身
が

霊
挙
運
動
に
つ
か
う
お
金
は
、

（
法
律
で
定
め
）
地
方
区
、

過
低
三

0
0

よ
っ
て
こ
と
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は

衆

：
も
っ
て

、
こ
ー
を
補
[

よ
う
も
の
が
い
る
。

i

に
は

gヽ

し

は
、
一
院
制
が
と
り
入
れ
ら
れ
て
い
一
で
あ
る
。

た
と
言
わ
れ
る
が
、
日
本
は
、
二
院
』
要
す
る
に
参
議
院
は
‘
衆
議
院
と
共

制
を
主
張
し
今
の
参
議
院
が
生
れ
た

]
2
政
府
を
批
判
す
る
立
場
と
同
時
に

{
衆
議
院
の
方
も
批
判
し
、
そ
の
誤
り

9

の
で
あ
る
。

た
。
〖
、
そ
の
~
国
民
の
中
に
は
、
「
国
民
の
代
表
[
‘
、
行
含
過
ぎ
を
是
正
し
た
り
反
省

の
と
お
り
、
特
別
な
人
一
す
る
も
の
が
二
つ
あ
る
の
は
お
か
し
こ
を
求
め
、
国
民
の
本
当
の
意
志
を
反

構
成
さ
れ
、
選
挙
も
し
~
い
」
と
か
、
「
ど
う
せ
、
衆
議
院
の
三
映
し
た
政
治
を
行
な
わ
せ
る
よ
う
政

か

っ

た

。

：

決

定

ど

お

り

な

る

の

だ

か

ら

無

用

で

3

府
や
衆
議
院
を
見
守
る
こ
と
を
任
務

マ
ッ
カ
ア
サ
ー
~
あ
る
」
と
か
、
サ
シ
ミ
の
つ
ま
の
よ
：
と
し
て
い
る
の
で
す
。

で
い
う
に
考
え
軽
視
し
て
い
る
も
の
が
か
ぃ

i

」
の
よ
う
な
衆
参
両
院
の
関
係
は
、

ち
ょ
う
ど
夫
婦

な
り
あ
る
。

だ

か

ら

‘

院

の

よ

う

な

も

の

＼
ー
が
ー
ー
で
し
ょ
う
。
男

ぶ

/

]

女

は

平

等

で

あ

衆
/
>
乙
L

．
っ
て
も
対
外
的

に
は
一
応
男
が

家
を
代
表
し
、

又
主
と
し
て
物

事
を
判
断
し
決

定
し
て
い
ま
す
。

而
し
、

ぎ
や
間

れ
ば
、

る
も
の

ゃれ

よう

と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。り

国 家

易て 内

こ
の
機
会
に
、
参
議
院

を

、

゜

と
か
く
参

挙
は
、
熱

票
も
少
な
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て
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行
者
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い
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言
っ
た
理
由
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ヶ

月

の

,':、

,~ 勺'

玉
. -

長 寸 す ぎ ひふき ま つ

7⑳下 4 8 48 

41m 8” 上 5 0 5 0 
1 2 II 45 5 0 

4. 2 0 1 6 II 4 5 4 3 3 0 
3 0 II 4 6 4 6 3 :5 
7 下 3 1 ： ： 3. 0 8 上 38 

i 1 3 11 4 7 5 5 25 
3. 2 1 6 lI 4 4 4 5 30 

7 下 2 0 2 0 
2. 0 8 上 1 8 1 5 
l 1 6 If 22 2 2 2 4 
2. 1 3 0 II 3 0 2 8 2 5 
1. 0 1 2 上 1 0 1 1 

6層゚ 1 ．噂3『―上- 4 5 6 0 
！ 足 1 mにつき 5 0~ 7 0 

その他 ザ松バッルパルププ1.5m~2. 1 m未口 6虚J:12円円
i .1.5 m~2.1m未口6cm上21

本表は 肱川町内の数自料動車な±:ど場の価格です（オす当り）
故に、運賃や市場手 差し引いたもので

昭和 40年5月 林素〗〗バ
1), 
ぃ
喜彎
匠

｀
 
4，概

ヽ

よ

乾しいたけ相場表

県森連しいたけ共同

販売所に於ける相場

1，入札の月日 40．⑤27 
2，入札の箱数 300 

5，価 格高値、 2,350
(kg当り） 平均 1.950 

安値 9, 1,340 

要
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つ） し、 の

で
き
ま
す

か
ら
、
保

管
し
て
苓

い
て
下
さ

い。

△
も
し
、
入な

折

角

投

票

せ

て

も

、

そ

れ

が
無
駄
に
な
っ
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
次
の
点
を
注
意
し
て
下
さ

い
。
そ
の
他
疑
間
が
あ
れ
ば
、

投
菓
す
る
ま
で
に
、
投
票
所
に

苓
る
係
員
に
聞
い
て
下
さ
い
。

0
入
場
券

△
六
月
の
終
り
ま
で
に
、

が
と
ど
き
ま
す
。

△
う
さ
さ
な
い
で
、

参
し
て
下

さ
い
。

△
他
市
町
村

へ
転
出
し

て
い
る
人

の
が
、
あ

る
と
思
い

ま
す
が
、

今
度
の
選

挙
で
は
、

自
分
が
帰

え
っ
て
く
＇

0

そ

れ

記

成

所

に

正

面

に

、

「

候

補

者

の

が

は

っ

て

あ

り

ま

す

か

よ

く

"

見
て
、
正
し
く
書
い
て
さ
い
。
~

0

か
き
そ
ん
じ
た
時
、
汚
れ
た
時

i

破
れ
た
時
な
ど
は
、
用
紙
を
と

り
か
え
て
く
れ
ま
す
。

0

代

理

投

痕

、

自
分
で
書
く
こ
と
が
、
出
米

な
い
時
は
、
管
理
者
に
申
出

の
院
無
効
反
対

の
投
祟
を
終

す

ぐ

会

場

外

に

出

て

い

投
祟
を
終
っ
た
人
が
会
場

に
と
ど
ま
っ
て
は
い
け
な
い

こ
と
に
な
っ
て
苓
り
ま
す
。

0

そ
の
他

1
用
祗
は
必
ず
投
祟
す
る
か
、

返

か

ん

し

な

な

り

ま

せ
ん
。
2
 

。
場

の

外

と

、

の

中

と

一

ヵ
所
づ
つ
は
っ
て
あ
り
ま
J

つ

こ
な

り
疇
ょ

た
り
珈
破
れ
た
と
き
は
5

と
り
か

て
も
ら
う
。

なこ
いと
°は
か
かの

＜ッ正は
°キしつ
リくて
と゜あ
かハるが

立合人

◎{終

先づ→地方区ー黒字の用紙

ヽ
‘ ‘ 
＼ご頂

‘ 

ー赤字の用紙

挙関係者｝以外は入られない。

｀→午後6時麟
／ 

｛ 
中

中居谷
午後5時


